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1．緒　　言

　2004年から2005年春夏にかけて，日本のファッション

シーンでは薄地で斜あに切り替えたシフォンスカートと

かフェミニンスカートと称するフレアスカートがよく見

受けられた．その形は複数枚の細長い布を斜めに切り替

えた，かってオブリークスカートと呼ばれたものや，螺

旋状のエスカルゴスカートである．しかし昨今流行りの

エスカルゴスカートは螺旋状の型紙を更に切り開いてフ

レアやゴアを加えたり，アシンメトリーなパーツ，イレ

ギュラーなヘムなど，様々なディテールを付加させたデ

ザインである．

　エスカルゴスカートはその名の通りカタツムリのよう

に渦巻き状に布を接ぎ合わせたスカートで，英語名では

スパイラルスカート，または渦巻ぎを意味するスワー

ルスカートともいう．1973年頃ロンドンファッションに

登場し，翌1974年には日本でもミニスカートに台等して

マキシやミディ丈で流行したと伝えられる．その頃から

製図法の研究も行なわれ，1975年すでに篠原ら1）はス

カートを構成する円錐螺旋が等ピッチ螺旋や等ピッチ角

螺旋で描かれることを示した．また藤田ら2）は1枚の

型紙展開から手軽に作図できる方法を提案し，昭和女子

大学被服学研究室3）は渦巻き型のデザイン線で構成し

たサーキュラースカートの形状を観察した．これらの報

告は等ピッチ螺旋か等ピッチ角螺旋で描かれた製図であ

る．近年の文献では井上，土屋q）の囲み式製図が最も

参考となった．しかし，その製図の構造線は等ピッチ螺

旋と等ピッチ角螺旋のどちらでもない．その製図の螺旋

に近似する幾何学曲線を探し求めて，その名もリマソン

（蝸牛線）に行き当たった．もともとエスカルゴスカー

トの型紙は蝸牛線で描かれた故にその名がついたのでは

ないかと考えられるが，スカートの製図法としてそれを

示した記述はない．

　この研究では，リマソンと同類のカージオイド曲線で

エスカルゴスカートのパターンの作図を試みた．細長い

パーツが接ぎ合わされて円錐状となるエスカルゴスカー

トの製図は，理解し難く作図にも手間がかかり，また出

来上がりの形状も予測しにくい．今日の市場で見かける

変則的なパーッで構成されたフレアスカート等も，基本

の作図法を理解してこそ実現される．学習者がパターン

設計で螺旋曲線を描く際の目安として，また衣服デザイ

ンの幾何学的要素の一例としてこの作図法を提案した．

服飾美術科　被服構成システム研究室

2．螺旋による作図

　円錐螺旋面で構成されるエスカルゴスカートの構造線

は底面に投影した螺旋曲線である．先に挙げた等ピッチ

螺旋と等ピッチ角螺旋1）は文献の表現をそのまま引用

したが，一般に前者は平面螺旋またはアルキメデス螺旋，

後者は等角螺旋または対数螺旋と呼ばれる．

　アルキメデス螺旋は，平面上に原点Oを中心として回
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転する動点Pの角θを回るとき，OPの距離rはθに比

例してr＝aθ（aは定数）の式であらわされる．すな

わちPが一周することに同じ距離だけrが増加する．

　また，対数螺旋はr＝aθ（a＞1）θが一周するこ

とにrは一定の割合で増加する．中心角30度のパーツ4

枚構成のフレアスカートを基本型にしてアルキメデス螺

旋を描いた例を図1に示した．30度の分割線上で半径が

比例状に増加するので，パーッ幅はaで一様となる．

1970年代のエスカルゴスカートにはこの形態が多くみら

れる．

図1　アルキメデス螺旋

　一方，図2の対数螺旋はのパーッは，裾の方に行くに

連れてパーッ幅が広がり，最下段で最大幅となる．昨今

のエスカルゴスカートや多数枚パーッを接ぎ合わせたオ

ブリークスカートの螺旋は基本的には対数螺旋に属する．

図2　対数螺旋

3．リマソンによる作図

　Limagonはカタッムリ，蝸牛を意味する．1965年に

E．パスカルが発見した蝸牛線である．

　リマソンは半径aの定円Cと，その周上の定点0を通

る任意の直線と円Cとの交点をQとし，この直線上に線

分QP＝b（bニー定）となる点Pを通るときの点Pの

軌跡であるの．この曲線の方程式は極形式で次式のよう

に表される．

　　r＝b＋2acosθ　・・………………・…（1式）

　2a＞bのとき自閉曲線が2っある曲線となり，2a

＜bのとき曲線は定点0を通らない自閉曲線，2a＝b

のとき定点0を通るカージオイド（心臓系）と呼ばれる

曲線になる（図3）．，エスカルゴスカートの構造線は，

フレアスカートのウエストラインから裾に向かって螺旋

を描くとすると，定点0を通るカージオイドが最も適し

た．

2a＞b 　2a＝b

図3　リマソン

2a＜b

　図4のグラフは，30度4枚接ぎフレアスカートをウエ

スト寸法63cm，スカート丈80cmで2a＜bと2a＝bの

リマソンを描いた例である．

一・驍b2・！

図4　フレアスカートの基礎線上のリマソン

P

　定円C1の直径は2a＝3W／π（Wはウエスト寸法），

bをスカート丈，外回りの円はa＋bを半径にもっフレ

アスカートの裾線の円弧とすると，点Pの軌跡は定点0

を通らないリマソンとなる．定点0を通るカージオイド

にするためには，C1の他に2aニbとなるようなもう

（46）
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図5　カージオイドによる作図過程
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ひとっの円C2を描くか，スカート丈bを短くするかの

いずれかの方法が考えられたが，bを変えずにC2を描

いた．このときC2の半径aは1式のθ＝0のときのr

から割り出すことができる．どちらのグラフもθ＝20°

のあたりから外回りの円よりも内側に軌道を描く．2a

＜bのグラフは2a；bよりもなだらかで，ウエストラ

インを示す定円のみで描けることが利点であるが，定点

0に交わるように曲線を修正することやスカートの裾線

から螺旋を出すために1　A°　．一ッの長さが裾周りの1周以

上となること，または裾線近くで外回りの円とに交わる

ように曲線を修正すること等が必要となる．一方2a＝

bのカージオイドは円をもう1っ描く手間がかかるとし

ても曲線に修正を加えることが少ないので製図法として

より有効と考えた．

4．カージオイドによる型紙の作成

　幾何学の分野ではリマソンやカージオイドを計算機上

で描き，数々のWebサイトで試みることができる．

　スカートの型紙として描く場合の点Pグラフはθが

180°から360°までの軌跡で足りる．実際には360°から

180°の方に向かって30°毎にプロットし，定点0付近の

み10度毎に細かくプロットして曲線で結ぶ方法で作図し

た．図5に30度4枚構成のフレアスカートにカージオイ

ドで螺旋の傾斜の異なる2種類のエスカルゴスカートパ

ターンを作図した過程を示した．（1）C1を中心に30度

毎（定点Oの近くは10度毎）に半径で区切り，外回りの

円との交点と定点0を直線で結んだのがr1である．こ

の直線上に円C2からの距離bをとってP1，　P　2…P

8とし，曲線で結んだ．（2）切り替え線の角度やパーツ

の幅，長さは定点0を中心に曲線を回転させて変えるこ

とができる．曲線r1の螺旋はスカートのウエストから

裾まで5／4周するような螺旋で，r2の螺旋は3／4周す

る螺旋である．（3）は曲線r1のカージオイド曲線を4

本コピーし，ウエストラインの接ぎ合わせ位置にペース

トして曲線を回転させた．パーッ幅は裾の方へ行くに連

れて段々と細くなる．（4）1枚のパーッを取り出して，

フレアを入れるたあに分割した．ここでは15等分してい

るが，分割数はスカート丈やフレアの分量により任意に

決められる．外側の弧を切り開き，パーッを回転させて

フレア分を入れる．裾の方でフレア分が多くなるように，

また巻き込んだパーッが重ならないようにパーッの裾の

方で切り開き角度を増やした．外側の弧を曲線で結び，

内側の弧と同寸の位置にノッチを入れた．外側の弧の長

さが切り開き分長くなり，パーツの接ぎ止まりは図の位

置になる．

　（5）は曲線r2で作図した状態である．（6）パーッは

3段のうち上の2段にはフレアは入れず下段のみフレア

が入るように切り開いた．切り開き方は角度または間口

寸法のいずれでもよい．縦地の目線は一般のスカートと

同様にウエストラインから裾に向かって垂直に入れた．

　図6，図7は曲線r1，　r　2で作函した1／2縮尺型

紙を用いて縫製したスカートである．材料は薄手シーチ

ング（糸番手：経30緯30，密度：0．01g／cm）を使用した．

　図8，図9に比較としてアルキメデス螺旋と対数螺旋

で作図したスカートを示した．アルキメデス螺旋と曲線

r1はフレア切り開き分を同じくした．これらのスカー

トは，裾の接ぎ合わせ止まりが，切り開いた長さ分だけ，

元の型紙の位置よりも上の方にずれた．r1のスカート

では約50cmずれており，スカート丈は7～8％短くなっ

た．r2と対数螺旋の切り開き分は2cm×3，3cm×4

で同じくしたが，出来上がりのスカート丈はほとんど製

図と変わらなかった．

5．考　　察

　アルキメデス螺旋と対数螺旋，そしてカージオイド曲

線で描いたパーッの形にはそれぞれ明らかな特徴があり，

アルキメデス螺旋はどこまでも平行なチューブのような

螺旋となり，対数螺旋は裾に向かってパーッ幅が広くな

り，カージオイドでは裾に向かって細くなった．

　アルキメデス螺旋で作図したパーッにフレア分を切り

開いて縫製する場合，パーッの裾線を補正しないと裾線

が大きくイレギュラする．これは製図上で螺旋が裾線に

交わったところから急角度で7xe　一ッが細くなり，この部

分をフレアで切り開くとパーッが不自然な膨らみ方をす

るため．そしてこれを接ぎ合わせると，その部分だけが

突出するためである．この点でカージオイドで描いたパー

ツは緩慢に細くなるので，裾線の交わり方もなだらかで

ある．

　対数螺旋で描いたエスカルゴスカートのシルエットは

腰のあたりまで比較的体に添っていて裾の方で広がる朝

顔型とかトランペット型のデザインが適する．これは裾

の方で広がるパーッの形の主観的性質のみならず，パー

ッ上部で切り開くと裾線にずれが生じるからである．こ

のずれをデザインに生かしたハンカチーフポイントのス

（48）
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図6　カージオイドr1

　　　　　　　図8　アルキメデス螺旋

カート等もある．

　カージオイド曲線で描いたスカートは，裾に行くに連

れてパーッが細くなることによって，下の方に軽さを感

じさせ，華奢なイメージを作る．したがってシフォンや

ローンのような薄地が似合う．対数螺旋のスカートと比

較すると，後者のほうがどっしりとしたイメージとなり，

デニムやギャバジンのような厚手の材料にも適応する．

　裾の方で細くなるような螺旋の描き方は，この他にも

存在するかも知れないが，普通の円弧ではこのような曲

線にはならないカージオイド独特の性質がある．カージ

オイドは定点0とX軸上の点Pを直径とする円C上に動

図7　カージオイドr2

図9　対数螺旋

図10包絡線

P

（49）
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点Pをおいたとき，線分OPを直径とする円群の包絡線

である（図10）．このことが，螺旋を構造線とするスカー

トに曲線を描く場合の指標となる根拠と考えた．

6．総　　括

　エスカルゴスカートの螺旋状の構造線を描く方法のひ

とっとしてカージオイド曲線を用いた．型紙を作図して

出来上がりのスカートの形態を，従来のアルキメデス螺

旋や対数螺旋のスカートと比較して，それぞれの曲線の

特徴が明らかになり，カージオイド曲線も有効であるこ

とが解1った．

　エスカルゴスカートは作図に大変手間がかかり，学習

者はパーッを組み立ててみるまで構造をなかなか理解し

難い．またフレアの分量や素材特性による出来上がり違

いを予測しにくく，実際に組み立てるには多量の布地を

必要とする．これらのことが今後の課題となる．その反

面エスカルゴスカートは，型紙1枚からスカート1着分

の複数のパーツを裁断することが可能で，またCADを

利用すると1本の螺旋曲線を描くのみでコピー，ペース

ト，回転でパーッが出来上がる．学習者にとっては興味

深い教材である．本研究が指針として活かされることを

望む．
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Summary

　The　purpose　of　this　research　is　to　propose　the　method　of　drawing　an　escargot　spiral．　The　escargot　skirt

became　popular　seventies，　some　drafting　methods　were　researched．　As　for　the　shape　of　the　skirt　being　helical，

that　it　is　Archimedean　spiral　and　Logarithmic　spiral　in　the　method　of　drawing　spirals　it　has　already　been　re－

ported．　But　there　was　also　a　design　which　is　drawn　with　other　form，　as　for　that　it　was　found　that　it　can　be

drawn　even　with　Limagon　or　Cardioid．　Geometric　technique　is　not　always　necessary　for　the　design　line　of

the　clothing，　but　geometric　basis　becomes　our　model，　is　useful　to　drafting　study．

（50）


